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近年、日本社会ではジェンダー平等施策に、ダイバーシティという語を使用す
る名称を付すことが多くなっている。性別だけでなく年齢やセクシュアリティ、
文化的多様性など、他の多様性に関しても平等を実現すること、さらにはそうし
た「多様性の尊重」施策が組織やコミュニティ、社会全体にとって肯定的な効果
があると主張することで、ジェンダー平等施策推進に対する理解を得たいとい
うことが、主な理由らしい。
私自身、ダイバーシティ推進等の施策にかかわってきたが、このダイバーシ

ティという語への変化に戸惑うことがある。ダイバーシティという語は、日本社
会では、「ジェンダー主流化」に対する理解が進まないゆえに採用されているの
ではないかと、疑心暗鬼になるのである。「ジェンダー主流化」は、あらゆる分
野でジェンダー平等を達成するための手段をいう。一見、中立的にみえる施策や
事業でも、男女に異なった影響をもたらす。ジェンダー平等実現のためには、す
べての政策・事業の企画立案段階から、ジェンダーの視点でニーズやインパクト
を明らかにしていくことが必要である。けれども、日本社会でこのような意味で
「ジェンダー主流化」を主張すると、しばしば誤解に基づく反発にさらされる。
「ジェンダー平等だけが重要なわけではない」「性別以外の多様性は無視してよ
いとでもいうのか」などである。「すべての施策や事業をジェンダー視点で見直
す必要がある」ということが、どうも「ジェンダーだけが重要だ」と主張してい
るという誤解を生むらしい。だからこそ、今、ダイバーシティという語が選好さ
れているのではなかろうか。
ダイバーシティ推進に変えることで「ジェンダー主流化」への理解が促進され

るのならば、それは歓迎するべきことだろう。けれどもそれは単に、日本社会に
おけるジェンダー平等実現に立ちはだかる壁の険しさを示しているだけではな
いかと考えるとき、複雑な思いになるのである。
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